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ダブルケアに関わるサービスや仕組み
子育ても介護も同じ家族内でのこと。家族をまるっと支えてくれる、そんな社会の仕組みを知っておきましょう。

高齢者、子ども、障害のある人など誰もが地域で安心して暮らせるよう、身近な福祉・保健の拠点としてさまざ

まな取組を行っている、横浜市独自の施設です。地域の人たちの活動や交流の場・

機会を提供する地域活動交流事業と、福祉・保健の専門職が家族の心配ごとなど

の相談を受ける地域包括支援センターの機能があります。高齢者介護サービスや

障害者支援を関係機関と連携して進めています。

高齢者のための施設と思われがちなケアプラザですが、地域活動交流事業として主に未就園児を対象とし

たサロンやイベントを開催している施設もあります。

神奈川区地域子育て支援拠点かなーちえでは、2016年から神之木地域ケアプラザと共催で年に

数回ダブルケアカフェを開催しています。カフェにはケアプラの地域包括支援センター職員と、か

なーちえ横浜子育てパートナーも参加していて、現在ダブルケア中の人はもちろん、これからが気

になる人も、ダブルケアに関心がある方ならどなたでも参加できます。

まずはここに行ってみよう！ 地域ケアプラザ

ケアプラザの子育て支援

例えばこんな感じ

ママ友倶楽部みんなで遊ぼう

戸部本町地域ケアプラザの
子育て支援事業

【もっと！ハッピーケアノート】
1冊440円（税込）

ダブルケア経験者の声から生ま

れた冊子です。介護サービスの仕

組みや専門機関情報などダブル

ケアに直面した時に役立つ情報

がまとまっています。

←ご注文はこちらから

もっと詳しく知りたい方におすすめ！

子育ては妊娠中にいろいろな準備ができますが、介護は突然やって

くるケースも多いです。

介護が必要になった時に頼りたいのが地域包括支援センター。全国

に設置されていて担当地区が決まっています。今住んでいる住所地・

ご実家の住所地の担当施設はどこか調べてみましょう。

※神奈川県内の地域包括支援センターを調べるには

「介護情報サービスかながわ」の検索機能が便利です。

ポイント

ダブルケアカフェ ダブルケア当事者や支える人たちが集い話す場所「ダブルケアカフェ」をご存知ですか？
横浜市内で開催されているダブルケアカフェを紹介します。

お子さんを遊ばせながらいろいろお話しましょう。経験者のスタッフもいま

す。来所が難しいという声も届いています。今後はオンラインでの開催も

予定しています。

神奈川区地域子育て支援拠点かなーちえ
■住所　神奈川区東神奈川1-29 東部療育ビル3階
■交通　JR東神奈川駅・京急東神奈川駅 徒歩3分

●かなーちえ・子育てパートナーの大森さん

入江新子安にある「かなーちえサテライ

ト」に10月から子育てパートナー（牧野さ

ん）が常駐しています。

ダブルケアカフェ＠かなーちえ どんぐりの木＠どろっぷ

今年7月に初めて港北区地域子育て支援拠点どろっぷでダブルケアカフェ「どんぐり

の木」が開催されました。カフェ代表の児山由紀子さんは生きづらさを持ったお子さん

と重病の夫のダブルケア真っ最中。自身の経験を生かして何かできないか？と、はじめ

たのがどろっぷでのダブルケアカフェです。

●児山さん

自分の時間を使って誰かをケアするって本当に心身が削られていきま

す。モヤっとしたら誰かに話して、視野を広げてください。そして、自分

を一番大切にしてください。

●どろっぷ・子育てパートナーの白石さん

自分自身がダブルケアの当事者と気付かず、知らず知らずのうちに頑張りすぎてい

る方がいると感じます。この企画提案があったことで、ダブルケアは一概に「子育てと

親の介護」という視点だけでなく、パートナーや家族にもその対象が存在することに

気づかされ、貴重な機会となったことに感謝しています。寄添い、共感し合いながら一

緒に考える場となればいいなと思っています。

港北区地域子育て支援拠点どろっぷ
■住所　港北区大倉山3-57-3 
■交通　東急東横線大倉山駅 徒歩10分


